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去
る
４
月
18
日
、
当
所
に

お
い
て
、
新
人
・
若
手
社
員

戦
力
化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

た
。
当
日
は
、
㈱
さ
く
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ　

代

表
取
締
役 

古
川
智
子
氏
を

講
師
に
迎
え
、
10
事
業
所
19

名
が
参
加
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
「
円
滑
な

人
間
関
係
を
築
き
、
会
社
に

貢
献
で
き
る
人
と
な
る
た
め

に
」
を
テ
ー
マ
に
、
新
入
社

員
・
若
手
社
員
が
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
て
、
働
く
こ

と
へ
の
意
欲
を
喚
起
し
、
職

場
で
必
要
な
フ
ォ
ロ
ワ
ー

シ
ッ
プ
「
お
も
て
な
し
力
」

を
育
む
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
た
も
の
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
全
６
項
目

の
内
容
で
構
成
さ
れ
、
名
刺

交
換
、
電
話
・
ク
レ
ー
ム
対

応
等
の
実
践
的
な
演
習
も
交

え
て
実
施
さ
れ
た
。

　

参
加
者
は
、
仕
事
の
進
め

方
、
段
取
り
の
仕
方
、
信
頼

関
係
を
築
く
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
等
を

学
び
、
今
後
の
業
務
に
取
組

も
う
と
積
極
的
に
参
加
し
て

い
た
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、

参
加
者
か
ら
は
、「
今
回
の

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、
業

務
は
受
け
身
で
は
な
く
、
主

体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
。
今
後
の
業
務
に
役
立
て

た
い
。」
等
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　

栃
木
県
は
、
明
治
６
年
６
月
15
日
に
誕
生
し
、
令
和
５
年
に

150
年
を
迎
え
ま
す
。
栃
木
市
で
は
、当
時
の
県
庁
所
在
地
と
し
て
、

今
も
残
る
県
庁
堀
を
は
じ
め
と
し
た
県
庁
に
ま
つ
わ
る
史
跡
の

価
値
を
活
か
し
、
栃
木
県
が
誕
生
し
た
場
所
で
「
栃
木
県
誕
生

150
年
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
栃
木
市
立
美
術
館
前
広
場
に
て
伝
統
あ
る
栃
木
の

江
戸
型
人
形
山
車
が
展
示
さ
れ
る
他
、
市
内
の
各
所
に
て
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
来
場
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
〇
日　

時　

６
月
10
日
（
土
）
７
時
〜
16
時

　
　
　
　
　

※

雨
天
の
場
合
は
、
内
容
を
変
更
し
て
開
催

〇
場　

所　

栃
木
市
立
美
術
館
前
広
場

　
　
　
　
　

栃
木
市
立
栃
木
中
央
小
学
校　

他

〇
内　

容　

栃
木
の
江
戸
型
人
形
山
車
の
展
示

　
　
　
　
　

熱
気
球
係
留
飛
行
体
験
の
実
施

　
　
　
　
　

熱
気
球
教
室
の
実
施

　
　
　
　
　

栃
木
県
誕
生
150
年
に
関
わ
る
パ
ネ
ル
の
展
示

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

栃
木
市
観
光
振
興
課

　
　
　

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
係

℡ 

21-

２
３
７
４

新
入
・
若
手
社
員 

戦
力
化
セ
ミ
ナ
ー
開
催

○
入
社
し
て
今
日
ま
で
を
振
り
返
る

○
ま
ず
は
職
場
で
信
頼
さ
れ
て
、
会
社
に
貢
献
で
き
て

　

こ
そ
「
自
己
実
現
」
の
扉
は
開
く

○
社
会
人
と
し
て
の
振
る
舞
い
方
・
何
事
も
「
気
づ
き
」

　

か
ら

○「
５
Ｓ
」
の
心
得
と
「
報
告
」「
連
絡
」「
相
談
」

○「
マ
ナ
ー
」
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
前
提

○
相
手
本
位
の
姿
勢
「
お
も
て
な
し
」
と
大
切
な
フ
ォ

　

ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ

セミナー内容
講演する古川講師

受講者の演習の様子

栃
木
県
誕
生
150
年
記
念
協
賛
行
事

栃
木
県
誕
生
150
年
祭
〜
県
誕
生
の
地
か
ら
未
来
へ
〜
開
催

今月の topics
２
Ｐ　
　

議
員
職
務
執
行
者
変
更
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　

会
員
ゴ
ル
フ
大
会
の
ご
案
内

３
Ｐ　
　

補
助
金
情
報

４
Ｐ　
　

共
済
制
度
の
ご
案
内

５
Ｐ　
　
「
十
千
木
縁
日
」
開
催
の
ご
案
内

チ
ラ
シ　

イ
ン
ボ
イ
ス
セ
ミ
ナ
ー　

貸
会
議
室
の
ご
案
内

令和５年５月10日発行(1) （ ）



　

宇
野　

匡
克　

氏　

　

二
号
議
員
の
㈱
栃
木
銀
行
栃
木
支

店
の
職
務
執
行
者
が
、
上
野
和
昭
氏

か
ら
宇
野
匡
克
氏
に
４
月
１
日
付
で

変
更
と
な
っ
た
。

　

五
味　

栄
一　

氏　

　

一
号
議
員
の
㈱
み
ず
ほ
銀
行
栃
木

支
店
の
職
務
執
行
者
が
、
中
里
武
司

氏
か
ら
五
味
栄
一
氏
に
４
月
３
日
付

で
変
更
と
な
っ
た
。

　

横
山　

順
一　

氏　

　

二
号
議
員
の
㈱
足
利
銀
行
栃
木
支

店
の
職
務
執
行
者
が
、
五
十
嵐
学
氏

か
ら
横
山
順
一
氏
に
４
月
14
日
付
で

変
更
と
な
っ
た
。

食
品
・
食
材
評
価
制
度
「
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ー
ド
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

第
60
回
審
査
で
最
高
評
価
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　『
え
び
せ
ん
べ
い
』
ひ
ざ
つ
き
製
菓
㈱

　

ひ
ざ
つ
き
製
菓
㈱
（
膝
附
武
男
代
表
取
締
役
）

の
え
び
せ
ん
べ
い
は
、
発
売
か
ら
30
年
の
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
商
品
。
長
年
守
り
抜
い
て
き
た
味
と
、
昔

な
が
ら
の
製
法
が
、「
懐
か
し
く
素
朴
な
味
わ
い
」

「
高
級
海
老
せ
ん
べ
い
に
も
匹
敵
す
る
」
と
評
価
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
フ
ー
ド
ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
が
主

催
す
る「
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ー
ド
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」に
、

栃
木
県
の
米
菓
メ
ー
カ
ー
が
つ
く
る
商
品
と
し
て

初
の
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

政
策
提
言
・
要
望
事
項
を
提
出

　

商
工
会
議
所
は
商
工
業
の

発
展
と
地
域
の
振
興
の
た
め

関
係
機
関
に
対
し
、
提
言
・

要
望
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
所
に
お
い
て
も
今
年
１

月
、会
員
の
皆
様
へ
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、
多
く
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
を
受
け
、
経
営

政
策
委
員
会
に
て
協
議
を
重

ね
、
次
の
と
お
り
県
連
政
策

委
員
会
宛
提
出
致
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
さ
ら
に
検
討
が
行

わ
れ
、
今
年
９
月
に
開
催
さ

れ
る
第
60
回
栃
木
県
商
工
会

議
所
議
員
大
会
に
て
決
議
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

【政策提言・要望事項】
優
先
順
位
１
位

　

中
小
企
業
等
の
経
営
力
・
成
長
力
強
化
の
た
め
の
支
援

優
先
順
位
２
位

　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
情
報
化
機
器
導
入
の
た
め
の
補
助

　

金
申
請
手
続
き
の
簡
素
化

優
先
順
位
３
位

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
関
す
る
積
極
的
な
施

　

策
の
拡
充
と
創
設

優
先
順
位
４
位

　

軽
油
取
引
税
の
課
税
免
除
措
置
の
期
限
延
長

優
先
順
位
５
位

　

栃
木
県
西
部
広
域
幹
線
道
路
の
整
備
促
進

会員ゴルフ大会のご案内

　会員事業所の皆様の交流と
健康増進を図ることを目的に、
会員ゴルフ大会を下記のとお
り開催致します。

記
日時　令和５年９月20日（水）
会場　プレステージカントリークラブ

（栃木市梓町 455-1）
※詳細は６月号にチラシを折
　込みます。
【問い合わせ先】
　総務課　℡２３－３１３１

「とちぎSDGs推進企業」に登録

　当所が栃木県に申請してお
りました「とちぎ SDGs 推進
企業登録制度」について、３
月３０日付けで登録となりま
した。（登録期間は３年間）

議
員
職
務
執
行
者
変
更
の
お
知
ら
せ

議
員
職
務
執
行
者
変
更
の
お
知
ら
せ

議
員
職
務
執
行
者
変
更
の
お
知
ら
せ

議
員
職
務
執
行
者
変
更
の
お
知
ら
せ

（
提
出
順
）

　

当
所
一
階
ロ
ビ
ー
に
会
員

事
業
所
の
皆
様
の
「
商
品
」、

「
製
品
」等
を
展
示
す
る
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
会

員
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て

無
料
で
ご
活
用
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
展
示
品

　

自
社
で
製
造
し
た『
商
品
』、

『
製
品
』、
又
は
サ
ン
プ
ル
等

■
会　

場　

　

栃
木
商
工
会
議
所
一
階
ロ

ビ
ー
内（
イ
メ
ー
ジ
写
真
参
照
）

■
展
示
ス
ペ
ー
ス

　

縦
30
㎝×

横
30
㎝×

高

さ
30
㎝
（
一
品
当
た
り
）

■
展
示
小
間
数

　

８
小
間　

※

出
展
者
多
数

の
場
合
、
月
毎
に
入
替

■
備　

考

　

ポ
ス
タ
ー
や
Ｐ
Ｏ
Ｐ
等
の

販
売
促
進
ツ
ー
ル
の
設
置
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
お
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所　

℡
23-

３
１
３
１【展示ブースのイメージ】

「
と
ち
ぎ
の
逸
品
」

　
　
出
展
者
を
募
集
中

令和５年５月10日発行 (2)（ ）



第
10
回

事
業
再
構
築
補
助
金

　

本
事
業
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代

の
経
済
社
会
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
中
小
企
業
等
の

思
い
切
っ
た
事
業
再
構
築
を

支
援
す
る
も
の
で
す
。

＊
必
須
要
件

　

付
加
価
値
額
を
向
上
さ
せ

る
こ
と

　

補
助
事
業
終
了
後
３
〜
５

年
で
付
加
価
値
額
の
年
率
平

均
3.0
〜
5.0
％
（
申
請
枠
に
よ

り
異
な
る
）
以
上
増
加
、
又

は
従
業
員
一
人
当
た
り
付
加

価
値
額
の
年
率
平
均
3.0
〜

5.0
％
（
申
請
枠
に
よ
り
異
な

る
）
以
上
増
加
さ
せ
る
こ
と

＊
各
申
請
枠

　

⑴
最
低
賃
金
枠

　
　

最
大
１
，
５
０
０
万
円

　
　

補
助
率　

３
／
４

　

⑵
物
価
高
騰
対
策
・
回
復

再
生
応
援
枠

　
　

最
大
３
，
０
０
０
万
円

　
　

補
助
率　

２
／
３
他

　

⑶
産
業
構
造
転
換
枠

　
　

最
大
７
，
０
０
０
万
円

　
　

補
助
率　

２
／
３

　

⑷
成
長
枠

　
　

最
大
７
，
０
０
０
万
円

　
　

補
助
率　

１
／
２

　

⑸
グ
リ
ー
ン
成
長
枠

　

・
エ
ン
ト
リ
ー

　
　

最
大
８
，
０
０
０
万
円

　
　

補
助
率　

１
／
２
他

　

・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

　
　

最
大　
　
　
　

１
億
円

　
　

補
助
率　

１
／
２

　

⑹
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強

靭
化
枠

　
　

最
大　
　
　
　

５
億
円

　
　

補
助
率　

１
／
２

　

備
考

　

⑷
及
び
⑸
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
な
賃
上
げ
達
成
で
補

助
率
２
／
３
引
上
げ
、
上
限

上
乗
せ

＊
応
募
締
切

　

令
和
５
年
６
月
30
日（
金
）

　

18
時
迄

＊
応
募
方
法

　

電
子
申
請
の
み
（
申
請
に

は
、Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
プ
ラ
イ
ム

ア
カ
ウ
ン
ト
の
取
得
が
必
要

で
す
）

＊
公
式
Ｈ
Ｐ

第
12
回

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

　

本
事
業
は
、
持
続
的
な
経

営
に
向
け
た
経
営
計
画
に
基

づ
く
地
道
な
販
路
開
拓
等
の

取
組
や
、
販
路
開
拓
等
と
併

せ
て
行
う
業
務
効
率
化
の
取

組
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

＊
各
申
請
枠

　

⑴
通
常
枠

　
　

上
限
50
万
円

　
　

補
助
率　

２
／
３

　

⑵
賃
金
引
上
げ
枠
、
卒
業

枠
、
後
継
者
支
援
枠
、

創
業
枠

　
　

上
限
200
万
円

　
　

補
助
率
２
／
３

　

※

イ
ン
ボ
イ
ス
特
例
対
象

事
業
者
は
、
右
記
金
額

に
50
万
円
の
上
乗
せ

＊
応
募
締
切

　

令
和
５
年
６
月
１
日（
木
）

　

事
業
支
援
計
画
書
（
様
式

４
）
発
行
の
受
付
締
切

５
月
25
日
（
木
）

　

※
第
13
回
締
切
は
９
月
７

日
迄

＊
応
募
方
法

　

電
子
申
請
又
は
郵
送
に
よ

り
申
請

＊
公
式
Ｈ
Ｐ

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

　
　
　
　

 

℡
23-

３
１
３
１

 

専
門
家
相
談
会

◆
金
融
相
談
会

　

日　

時　

５
月
11
日（
木
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
日
本
政
策
金
融
公
庫
佐

　
　
　
　
　
野
支
店
国
民
生
活
事
業

◆
知
的
財
産
権
相
談
会

　

日　

時　

５
月
12
日（
金
）

　
　
　
　
　

13
時
〜
16
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
（
公
財
）
栃
木
県
産

　
　
　
　
　
業
振
興
セ
ン
タ
ー

◆
経
営
よ
ろ
ず
相
談
会

　

日　

時　

５
月
16
日（
火
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
17
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

　
　
　
　
　
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

◆
事
業
承
継
相
談
会

　

日　

時　

５
月
23
日（
火
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
栃
木
県
事
業
承
継

　
　
　
　
　
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

※

事
前
予
約
と
な
り
ま
す
。

 

経
営
指
導
員
相
談
会　

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

　

日　

時　

９
時
〜
17
時

　

相
談
員　

経
営
指
導
員

※

予
約
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

　【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所　

　
　
　
　

 

℡
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３
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３
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補
助
金
情
報

補
助
金
情
報

http://bit.ly/3gRXpGd

ぜひご利用ください！

マル経融資制度のご案内

【問い合わせ先】　中小企業相談所　℡23-3131

●対　　象　小規模事業者であること。
　　　　　　従前から商工会議所の経営改善普及事

業にもとづく経営指導を受けている者
であること（原則６か月以上）。

●融資限度額　2,000万円
　　　　　　※1,500万円を超えるお申し込みについ

ては、一定の要件が必要となります。

●返済期間　運転資金　７年以内（据置１年以内）
　　　　　　設備資金　10年以内（据置２年以内）

●貸付利率　1.08％（令和５年４月25日現在）

●利子補給　借入当初の２年間に限り、栃木市から
支払利息の1/2が補給されます。

　　　　　　（１融資上限８万円まで）

無担保 無保証人 低金利
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事業活動における賠償リスク、事業休業リスク、財物損壊リスクを総合的に補償します｡
全 国 商 工 会 議 所

●一部の商工会議所では、一部特約を取り扱っていない場合があります。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。
●本募集広告は概要を示したものです。補償の内容、対象業種等は引受保険会社によって異なります。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。
●お見積り、ご加入手続き、保険内容のご不明点は、お近くの代理店または引受保険会社までご連絡ください。

商工会議所では、本制度のほかにも各種保険・共済制度を取り扱っております。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。

栃木商工会議所
東京海上日動火災保険株式会社[事業活動包括保険 　損害保険ジャパン株式会社[事業活動総合保険
三井住友海上火災保険株式会社[企業総合賠償責任保険、建設業総合賠償責任保険
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社[タフビズ賠償総合保険、タフビズ建設業総合保険 　大同火災海上保険株式会社[賠責総合保険

お問い合わせ先 引受損害保険会社
日本商工会議所制 度 運 営

https://www.ishigakiservice.jp/商工会議所の
保 険 制 度 H P

本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務管理を行う有限会社石垣サービスが日本商工会議所の経営協力により作成したものです。

全国商工会議所
ビジネス
総合保険制度

スッキリ!
・

補償の
重複がない!

・
ご契約手続きを
一本化!

従来の
保険契約

モレやダブリが
ないか不安
・

ご契約手続きが
保険ごとに必要

財産補償

施設賠償責任保険 動産総合
保険

機械保険

事
工

険
保償補

業休

PL保険

ビジネス総合保険制度
ここがおすすめ
●会員事業者を取り巻くリスクに対する補償のモレ・ダブ
リを解消し、一本化して加入可能
●賠償責任（PL、リコール、情報漏えい、サイバー、施設・事業
遂行等）リスクを総合的に補償
●休業に関する補償により災害に遭った際の事業継続のため
の資金を確保
●全国商工会議所のスケールメリットによる割安な保険料水準
●早期災害復旧支援により事業継続を後押し
●保健所指示などによる新型コロナウイルス感染症の消毒費
用および消毒に伴う営業休止にかかる損失を補償

 新  型 
 

コロナウ
イルス

感染症
による

リスク
も

補償

2021年10月作成　21-T03556

休業に関する
補 償

『定期保険(団体型)(入院給付金付災害割増特約・がん重点型生活習慣病一時金特約付)』

♦♦♦ 制度の特色 ♦♦♦ 

①業務上・時間外を問わず 24 時間保障 ⑥がん先進医療一時金 

②入院・通院で見舞金支給  ⑦健康増進に役立つ付帯サービス 

③結婚・出産・成人で祝い金支給 ⑧剰余金があれば加入者に配当金も 

④6 大生活習慣病入院一時金  ⑨1 年更新で医師による診査はなし 

⑤がん入院一時金                     ぜひこの機会にご加入をお勧めします。 

【問い合わせ先】

総務課業務係

℡２３－３１３１

【引受保険会社】

アクサ生命保険㈱佐野営業所

栃木分室

℡23-8934
●ご加入にあたっては、パンフレット・重要事項説明書(契約概要・注意喚起情報)を必ずご覧ください。 
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令和５年５月10日発行(5) （ ）

　

当
所
で
は
、
新
た
な
年
度
を
迎
え
た

こ
と
か
ら
、
事
業
所
情
報
の
更
新
作
業

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
又
は
、
折
込

チ
ラ
シ
「
事
業
所
情
報
ご
提
出
の
お
願

い
」
に
ご
記
入
の
上
、
ご
回
答
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

提
出
期
限　

６
月
30
日(

金)
　【

問
い
合
わ
せ
先
】

 

総
務
課

　
　

 

℡
23-
３
１
３
１

事
業
所
情
報
ご
提
出
の
お
願
い

太
平
山
さ
く
ら
ま
つ
り

開
催
報
告

5
月
23
日(

火)

令
和
５
年
度
分 

会
費
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ

　

去
る
３
月
24
日
か
ら
４

月
２
日
ま
で
の
10
日
間
、

「
太
平
山
さ
く
ら
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

期
間
中
は
、
多
く
の
観

光
客
で
賑
わ
い
を
み
せ
、

入
込
数
７
万
３
千
人
と

な
り
、
昨
年
と
比
べ
、

１
万
６
千
人
の
増
加
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
６
月
に
は
、
あ

じ
さ
い
坂
を
中
心
に
「
太

平
山
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

多
く
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

４
月
24
日
に
口
座
振
替
で
き
な
か
っ

た
会
員
の
皆
様
の
会
費
（
全
期
・
前

期
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５
月
23
日
に

再
度
口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
改
め
て
ご
指
定
口
座

の
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課　

℡
23-

３
１
３
１

　

当
所
で
は
、
と
ち
ぎ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
と
し
て
、

５
月
１
日
か
ら
10
月
31
日

の
６
か
月
間
、
ク
ー
ル
ビ

ズ
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ク
ー
ル
ビ
ズ
実
施
の

お
知
ら
せ

ク
ー
ル
ビ
ズ
実
施
の

お
知
ら
せ

口
座
振
替
日

令和５年度 事務局体制
専務理事
事務局長兼総務課長
【総　務　課】
[総　務　係]
　課長補佐
　主　　査
　書 記 補
[業　務　係]
　課長補佐(経営支援員)
　主　　事(経営支援員)
　書 記 補

國　保　能　克
島　田　暁　彦

加　藤　岳　司
檜　山　真　弓
中　山　結　愛

薄　井　桂　子
大　橋　　　純
長　　　和　樹

　
中小企業相談所長兼経営支援課長
【経営支援課】
[経営支援１係(まちづくり支援室兼務)］
　係　　長(経営指導員)
　指導主任
　主　　事(経営指導員)
[経営支援２係］
　係　　長(経営指導員)
　主　　査(経営支援員)
　主　　任(経営指導員)

佐　藤　健太郎

和久井　拓　哉
野　中　由　高
森　戸　佑　真

東　郷　　　彬
石　田　和　幸
手　塚　真奈己

栃
木
県
誕
生
150
年
記
念
協
賛

　
　
第
17
回
県
名
発
祥
の
地

　 

　
　「
十
千
木
縁
日
」開
催
の
ご
案
内

日　

時　

６
月
10
日(

土)

10
時
〜
16
時

会　

場　

と
ち
ぎ
山
車
会
館
前
広
場

内　

容　

〇
栃
っ
子
茶
屋

　
　
　
　

・
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
乗
車
券
が
当
た
る
射
的

　
　
　
　

・
福
引
き

　
　
　
　

・
飲
食
・
物
販
店
の
出
店

　
　
　
　

〇
か
ら
く
り
人
形
実
演

　
　
　
　

〇
ラ
ジ
コ
ン
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
大
会
他

主　

催　

栃
木
市
商
店
会
連
合
会

　【
問
い
合
わ
せ
先
】

 

栃
木
市
商
店
会
連
合
会
事
務
局
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Ｆ
Ｍ
く
ら
ら
８
５
７

「
い
つ
も
元
気
に
会
議
所
ラ
ジ
オ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
演
者
募
集
中

　

毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日
19
時
〜
19
時
55
分
放
送
の
Ｆ
Ｍ

く
ら
ら
８
５
７
「
い
つ
も
元
気
に
会
議
所
ラ
ジ
オ
」
で
は
、

自
店
や
自
社
製
品
の
Ｐ
Ｒ
を
し
た
い
、
新
規
顧
客
を
獲
得
し

た
い
等
、
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
情
報
を

発
信
し
た
い
会
員
事
業
者
の
出
演
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料
。

　【
お
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

総
務
課　

℡
23-

３
１
３
１
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青年経営者会NEWS

　去る４月26日市内において、荒金会頭をはじめ
ご来賓をお招きし、総勢59名参加のもと「第37回 通常
総会並びに懇親会」を開催した。
　総会では、令和４年度事業報告並びに収支決算、
令和５年度事業計画並びに収支予算(案)、委員会
組織(案)について審議され、それぞれ原案の通り
承認可決した。その後、荒金会頭より会に対する
期待と激励の祝辞をいただいた。
　総会終了後に開催された懇親会では、笠原新会長
の挨拶の後、ご来賓の大川市長より祝辞をいただき、松本第37代会長の乾杯で開宴した。懇親会では、「日本商工会議所
青年部 第42回 関東ブロック大会蔵の街とちぎ大会」開催に際するご支援とご厚情に対し、報告動画の上映と坂本大会会長
より御礼の挨拶がされるなど、終始和やかな懇談の場となった。　

令和５年度　運営専務　白沢　敦

　去る４月11日、市内において「とちぎ市内まち歩き」を実施した。当事業は、地元
地域のPRや活性化には、「まず自らが地元を知ることから始まる」というテーマのもと、
会員の地元への理解と関心、新たな魅力の発見等を目的とし開催した。
　当日は好天に恵まれ、観光ボランティアの方のガイドにより、昨年開館した栃木市立
文学館をはじめとする栃木市内主要地を歩いて巡った。参加者からは「地元だからこそ
気付かなかったとちぎの魅力をたくさん発見できた」「市外からも多くの方に足を運んで
いただけるようさらに工夫したい」等の意見が寄せられた。
　今回学んだことをもとに、栃木市の観光や街中の魅力アップに貢献し、当会の今後の
活動にも活かしてまいりたい。

　私たちを取り巻く環境は、過去経験がないほど劇的に変化しています。新型コロナウィルス
感染症の世界的な流行から３年が経ち、感染症法上の分類が５類へと引き下げられるものの、
コロナ以前の社会経済活動に戻るにはまだまだ時間を要することが想定されます。また、ロシア
によるウクライナ侵攻から早１年が経ちますが、未だ終息する兆しはなく、原油や原材料価格
高騰による物価高など、企業活動に大きな影響を及ぼしております。なにより、我々の世代が
これまで正面から向き合う機会の少なかった国際紛争や国防という概念を、これほど身近に
感じさせたことはなかったのではないでしょうか。こうした先行きが不透明な世の中だから
こそ、人と人とが力を合わせ歩を進めていくことが重要であります。

　私たちの親会である栃木商工会議所は、昨年創立130年目を迎え、関東では東京、横浜に続き３番目に古い、歴史のある
商工会議所です。栃木YEGはその青年部組織として37年、YEG活動の理念である「交流と研鑽」を図るために活動して
まいりました。
　特に、昨年の10月には「日本商工会議所青年部第42回関東ブロック大会蔵の街とちぎ大会」を主管し、登録者数2,600名
を超えるYEGの仲間と共に盛大に開催することができました。私自身も総務広報部会の大会副実行委員長として、他単会
に対し関東ブロック大会への協力依頼と広報活動を行い、多くの経験を積むとともに、交流を通し絆を深めることができ
ました。一人の力では困難なことも、大勢の力を合わせれば乗り越えられる、道を切り拓いていけると改めて感じた出来事
であり、今年度のスローガン「Bonds of YEG」を掲げた由縁でもあります。
　栃木市には、郷土を愛し、街を活性化させるために活動する熱い想いを持った多くの同士がいます。その同士たちと絆
を深め、人や街を元気にできるような活動を積極的に行い、活力のある街づくりを実現し、地域の経済的発展の支えと
なるよう全員で邁進してまいりたいと思います。
　こうした経験で学んだことや人との繋がりによって生まれたものを、当会の事業や運営に取り入れ、組織力の強化に
取り組んでいくとともに、37年の歴史の中で培ってきた素晴らしいレガシーを大切にし、新たに活動する仲間へと繋いで
まいりましょう。
　さらには、関東ブロック大会開催を通じて築いた栃木YEGメンバー同士の絆、他単会との絆、そしてこれから築く同じ
想いを持った仲間たちとの絆を活かして、栃木YEGの新たな一歩を踏み出す年として活動してまいりましょう。

第 37回 通常総会開催第 37回 通常総会開催

令和５年度 会長所信

「とちぎ市内まち歩き」を実施

第38代会長  笠原　空也

集合写真

女性経営者会NEWS


